
















させる｡ この事は､ 2つの重要な科目である ｢総合英語｣ と ｢英語 コミュニケーション｣
のカリキュラムを見直 し､改善するためのとても良い機会であろう｡ 以下の論考において､
現行のカ リキュラムに見 られる問題点のいくつかを指摘 し､どのようにしてそのカ リキュ











しか しなが ら､｢英語 コミュニケーション｣ と ｢総合英語｣のカ リキュラムは､教室内
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で実際に起 こっていることを正当化することができないほど､実際の調査 (例えば､学生､
教師､潜在的雇用者､そ して保護者のニーズの分析)の結果とは大いに異なっている｡ こ
の二つの科 目のカ リキュラムは､あくまで､それぞれの教師が異なる考えを文章に起 こし
たもののように思える｡ 教師は､｢総合英語｣ と ｢英語 コミュニケーション｣ という大ま
かな見出 しのもとで､自分たちが自分たちの思 うように好むものを教えている｡
この事は､ この二っの科目のカリキュラムが､単に学術中心的であり､そしてかっ､自






ものではないと思 って しまう｡ おそらく､すべての教育はこのような物であると考え､さ
らに彼 らの子供達にも同 じ事を教えるかもしれない｡ この事は､ このようなカ リキュラム
により､まずもってやる気を失わされた生徒の水準を下げることになる｡ そして､やる気
のない学生に対応 しようとしている教師の指導の水準をも低下させる｡さらに､ これらは
入学 して くる学生の水準にも影響を及ぼす｡ したがって､今の段階でカ リキュラムを改善
しないと､我々は自滅の道をとることになる｡




























｢英語 コミュニケーション｣と ｢総合英語｣のカ リキュラムが改善されれば､さまざま
な利点をもたらすであろう｡ 例えば､教える側の効率向上 (より多 くをより早 く教えるこ
とが可能)､学生側の吸収力の向上 (より多 くを学習 し習得することが可能)｡さらに､ コ
ス トの削減､より洗練されたイメージ､大学外の社会とのより良い関係｡卒業生 もより良
い仕事に就 くことができるであろう｡
教える側の効率向上 と学生側の吸収力の向上に関 して､学生のニーズの調査に基づ くカ
リキュラムを開発すれば､ これら二つの科目がいかに重要であるかを学生が気づ くことが
できるため､教えるのもより簡単になるであろう｡ さらに､そのようなカリキュラムでは､
新 らしいスキルや学習内容の吸収 もより効果的で､かつ長 く維持 されるであろう｡ また､
新カ リキュラムは相互間のサポー トや統一性を考慮 しているため､一方のクラスで学んだ
スキルや内容は､他方のクラスでも影響を与えるであろう｡
改善されたカ リキュラムは､人件費の削減にも大いに役に立 っ ｡ 現在､文教キャンパス
には､49人の常勤および非常勤英語講師がいる｡ より関連 した統一性甲ある英語カ リキュ
ラムは､クラス数を減少させ､非常勤講師についての人件費を削減することも可能 とする｡
また､改善されたカリキュラムは､保護者､雇用者､教師らの英語についての理解とニーズ






のは明 らかである｡ 英語は､ コミュニケーション､自己表現､または世界を理解するため





















試験に含まれていない学科の学生には､入学後 これ らの二つの科 目を必修 とするのを
廃止する｡
3)｢英語 コミュニケーション｣ と ｢総合英語｣の目標を､教師と学生が理解できるよ
うに明確な文章の形にして統一する｡ これ らの文章を大学のパ ンフレットにも掲載す
る｡






どの市販のテス トを利用することも可能である｡ しか しなが ら､ もっとも望ましいの
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は､教師側が統一されたテス トを作成することであろう｡
6)クラス分けテス トを行い､それぞれのレベル毎に振 り分ける｡ こうすることによっ
て､授業自体の効率を格段に向上させることができるとともに､学生はより多 くの内
容とスキルを習得 し維持することができるようになる｡ 繰 り返 しになるが､クラス分



















3)英語に対する同窓生の認識｡ 5年から10年前に卒業 した人は､既に雇用人口に入 っ














3)カ リキュラムの一部 として､ペンパルプログラムを導入する｡ 外国の人々に手紙を
書 くように促す｡
結 論






データを収集することである｡ 最後になるが､この論文が改革 したいと思 っている筆者 と
同 じ気持ちになって､読まれることを切に希望する ｡ 現状の批判ではなく､む しろ将来
に向けての希望として｡
